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研究成果の概要（和文）：Y79 細胞とマウス網膜において、HSP70 と HSP27 の光刺激によっ

て経時的な遺伝子発現の誘導があった。この HSP70 と HSP27 の有意な変化は in vivo と in 

vitro で同様な動きを示した。さらに蛋白レベルでも同様な増減があった。 

 

研究成果の概要（英文）：Light stimulation can induce HSP70 and HSP27 gene expression in 

retina of Y79 cell retinoblastoma cells or mice at transcriptional level and protein level. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、日本を始めとする先進諸国を中心に、

社会の夜型化傾向が加速している。テレビ、

パソコン、照明などの電化製品による夜間の

強い光の暴露は本来人間が経験していない

ことであり、遺伝子レベルでの順応が追いつ

いていないことが容易に想像できる。また眼

科一般検査や手術照明器具の発達もそれら



４．研究成果 に寄与している。眼は光感覚受容体でありな

がら光は酸化ストレスのひとつとして考え

られており、どれほど障害を受けているのか

まだ解明の余地がある。本研究において、眼

光障害を分子生物学的に検索することを目

的とする。 

Y79 細胞とマウス網膜において、HSP70 と

HSP27 の経時的な遺伝子発現の誘導があり、

３日の光刺激で３倍以上の誘導が転写レベ

ルで確認できた。また HSP90 については発

現の変化はなかった。この HSP70 と HSP27

の有意な変化は in vivo と in vitro で同様な

動きを示した。さらに蛋白レベルでも同様な

増 減 が あ っ た 。

 

 
 
２．研究の目的 

光刺激（700lux）によって HSP27, HSP70, 

HSP90 の発現誘導をＹ７９培養細胞、マウ

スの網膜にて転写レベル、あるいは蛋白レベ

ルで確認する。培養細胞、マウスの網膜での

誘導が同じような動きを示すかどうか検討

する。 

 

 

 
３．研究の方法 

 

弱い持続的光刺激(700lux)をうけたY79培養

細胞やマウスの網膜における HSP27,70,90

の発現を転写レベル、蛋白レベルでみる。 
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